
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●多くの幼稚園及び小学校が、幼小連携の在り方に課題意識を持っている。また、各校・園 における連携の必要性に関する意識の差があったり、連携の対象となる校・園がはっきりしていなかったりなどの状況がある。 

●各校区における幼小連携が、行事の交流や就学前の引継ぎ等にとどまり、資質・能力をつなぐカリキュラムの編成・実施が行われていない場合が多い。 

●「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の理解が十分でなく、到達目標と誤解され、連携の手がかりとして十分機能していない。また、幼児教育施設が多様な施設類型に分かれていることから、幼児教育施設間で連携を図りながら共通理念 

をもって、小学校へ幼児期の育ちを発信していくことが必要である。 

 

●幼児期から児童期のそれぞれの発達の特性や連続性を見通しつつ、５歳児と小学校１年生 

のカリキュラムを一体的に捉え、幼児教育と小学校教育の関係者が連携しながら、それぞ 

れのカリキュラム・ 教育方法の充実・改善にあたる。 

●「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに幼児教育と小学校教育の関係者に 

よる子どもの姿、育ち、学びについての話し合いを充実させ、相互理解を図るとともに、 

それぞれの教育方法の充実・改善につなげる。 

●架け橋期における環境の構成や子どもへの関わり方に関する工夫等を見える化し、家庭や 

地域にも発信する。 

 乳幼児期から小学校への連続した学び～津市架け橋プログラムの実施に向けて～ 
これまでの幼小連携の取組からの課題 

津市架け橋プログラムがめざすもの 【令和４年度】カリキュラムの開発 

津市架け橋期カリキュラム在り方検討委員会 

〇相互の教育の内容や方法に関する理解の改善・発展 

〇園・小学校と関係機関及び関係団体との連携 

〇入学当初の小学校１年生の実態把握アンケート実施 

 

【令和５年度】カリキュラムの検証 

〇モデル小学校区における津市架け橋期カ 

リキュラムの実践・検証 

〇モデル小学校区の取組実践報告会の実施 

〇津市架け橋期カリキュラムの見直し・完 

成 

 

                                                                                                                                                                                                                                                       

【令和６年度】カリキュラムの実施】 

〇小学校区において、架け橋期カリキュラムを 

作成・実践 

〇実践交流会を実施 

 

津市架け橋期カリキュラム検討ワーキング会議 

〇実践・交流・協議  〇カリキュラムの作成 

愛着形成 
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【令和６年度】カリキュラムの実施 


